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★：麻機遊水地

自然再生の対象区域（H17.9.17 撮影） 
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第 1 工区 

（22ｈａ） 第3工区

（55ｈａ）

新東名自動車道 

静清バイパス 

第5工区 
賤機山 
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多摩川源流自然再生協議会の取組

１ 再生内容

森林の再生及び景観の再生

山梨県小菅村全域において森林や河川景観等の再生に取り組む。

２ 自然再生協議会

平成１６年３月に組織化し、現在の構成員数４４。

個人(専門家を含む)１５、団体１６、関係地方公共団体８、関係行政機関５

３ 自然再生全体構想

検討中。
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多摩川源流自然再生協議会

○位置図

東

小菅村

多摩川

○多摩川源流の森林

東
京
湾

○荒廃した人工林の再生が必要
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神於山保全活用推進協議会の取組
こ う の やま

１ 再生内容

里山の再生

竹林の侵入が進む神於山においてクヌギ・コナラを中心とする落葉広葉樹林帯の再生を行う。

２ 自然再生協議会

平成１６年５月に組織化し、現在の構成員数３９。

個人(専門家を含む)１、団体２６、関係地方公共団体９、関係行政機関３

３ 自然再生全体構想

平成１６年１０月に作成。

○自然再生の対象区域

岸和田市神於山全域(180ha)

○自然再生の目標

身近な自然である神於山の自然再生と今日の里山のあり方を考えるこ

とを通して、自然環境の大切さを見つめ直す。

①森・川・海のつながり、②人と自然・人と人とのつながり、③里山とまちとのつながりの３つ

の理念に基づき、長期目標（100年後の目標）として「里山の再生」、当面の目標（今後10年で取

り組むべき目標）として「竹林の適正な整備」を設定。

４ 自然再生事業実施計画

○神於山地区生活環境保全林自然再生事業実施計画（平成１７年６月作成、実

施者：大阪府泉州農と緑の総合事務所、神於山保全くらぶ）

生活環境保全林整備事業の対象となる岸和田市所有林（約37ha）において、①竹の伐採等の森林再

生、②作業車道（500ｍ）・歩道(4,000ｍ)の整備等を実施。

【進捗状況】

「荒廃森林のタイプ別整備」（タケ優先林：林種転換、クズ・ササのヤブ状地：林種転換、荒廃密生

林：本数密度調整、自然誘導林：現況維持）、「作業歩道等の付帯施設を含めた施設整備」を実施。

また、タケの利活用による「自然再生モニタリング調査」を実施。

- 12 -



神於山保全活用推進協議会
こうのやま

神於山全景神於山全景

森林の維持・管理
を行う作業路のを行う作業路の

整備

市民が親 める
放置竹林の拡大

市民が親しめる
自然の再生

（遊歩道の整備）
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